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ハイチにおける平和等を脅かす行為等に関与した者等に対する資産凍結等の措置の 

対象者の追加について 

 

我が国はこれまで、国際連合安全保障理事会決議第２６５３号に基づき、同理事会制裁委

員会（以下「制裁委員会」という。）により指定されたハイチにおける平和等を脅かす行為等に

関与した者等に対し資産凍結等の措置を講じてきたが、今般、制裁委員会が４個人を追加指

定したことに伴い、当該者に対する資産凍結等の措置を講ずることとする。 

 

１．措置の内容 

外務省告示（１月２９日公布）により、ハイチにおける平和等を脅かす行為等に関与し

た者等として指定される者に対する外国為替及び外国貿易法に基づく次の措置を１月

２９日から実施する。 

i） 支払規制 

  外務省告示により指定される者に対する支払等を許可制とする。 

ii） 資本取引規制 

   外務省告示により指定される者との間の資本取引（預金契約、信託契約及び金

銭の貸付契約）等を許可制とする。 

 

２．対象者 

別添参照 

 

（注）今回の措置により、当該措置の対象となるハイチにおける平和等を脅かす行為等に関

与した者等は合計５個人となる。 

 

 
連絡・問い合わせ先 

外務省中南米局カリブ室                       ℡ 03-5501-8000 内線 2493 

財務省国際局調査課対外取引管理室        ℡ 03-3581-4111 内線 6456 

経済産業省貿易経済協力局貿易管理部貿易管理課      ℡ 03-3501-1511 内線 3241 



（別添） 

〇ハイチにおける平和等を脅かす行為等に関与した者等 

【個人】 

２．ジョンソン・アンドレ 

JOHNSON ANDRE 

（肩書）「5 Segond」ギャング指導者 

（生年月日）1997 年 

（出生地）ポルトープランス、ハイチ共和国 

（別名）不明 

（確定に十分でない別名）イゾ（Izo） 

（国籍）ハイチ共和国 

（性別）男 

（リスト掲載日）2023 年 12 月 8 日 

（その他の情報）ジョンソン・アンドレ（Johnson André）は、「5 Segond」ギャングの主

要な指導者であり、ギャング同盟である「G-Pèp alliance」内での影響力を増大させ

ている。   

同ギャングは、ハイチの安全及び安定を脅かす強姦、強盗、略奪、誘拐、麻薬取引、

武器取引、武器弾薬の不法取引及び人道支援の提供への妨害を含む活動に関与した。

同人は、ハイチ国家警察に指名手配されている。 

   過去 3年間、同人は「5 Segond」ギャングにて影響力を保ち、ポルトープランスにて

暴力行為を行った。さらに、同ギャングは現在も支配下に置く第一審裁判所を含め公

共施設に対する攻撃、ハイジャックや誘拐、国内の幹線道路等での移動に制限を加え

国内経済の停滞及び人道支援の提供妨害を行った。 

  「5 Segond」ギャングは、不安定な治安環境に乗じ、薬物の密輸を通じ資金を得てい

る。 

 

３. ルネル・デスティナ 

RENEL DESTINA 

（肩書）「Grand Ravine」ギャング・主要指導者 

（生年月日）1982 年 6 月 11 日 

（出生地）ハイチ共和国 

（別名）不明 

（確定に十分でない別名）ティ・ラプリ（Ti Lapli） 

（国籍）ハイチ共和国 

（性別）男 

（リスト掲載日）2023 年 12 月 8 日 



（その他の情報）ルネル・デスティナは、「Grand Ravine」ギャングの指導者であり、ジ

ョンソン・アンドレと主な同盟関係にある。「Grand Ravine」は、約 300 名の構成員を

有しており、ハイチの安全及び安定を脅かす様々な活動に関与した。 

同人の指導の下、「Grand Ravine」ギャングは殺人、強姦、武装強盗、財産の破壊、身

代金を目的とした誘拐、車両窃盗及び土地の接収を含め犯罪行為が行われた。 

2022 年以降、同ギャングは支配地域を拡大しており、ハイチ国家警察の殺害、強盗、 

警察署への攻撃を繰り返している。 

    同ギャングは国内幹線道路沿いを支配下に置き、恐喝、車両の強奪、密輸及びその他

違法な活動によって資金を得ている。国内要衝を支配することで、国内経済の停滞を

引き起こし人道支援の提供を妨害した。 

 

４. ウィルソン・ジョゼフ 

WILSON JOSEPH  

（肩書) 「400 Mawozo」ギャング指導者 

（生年月日）1993 年 2 月 28 日 

（出生地）ハイチ共和国 

（別名）不明 

（確定に十分でない別名）ランモ・サン・ジュー(Lanmo San Jou) 

（国籍）ハイチ共和国 

（性別）男 

（リスト掲載日）2023 年 12 月 8 日 

（その他の情報）ウィルソン・ジョゼフ（別名 Lanmo San Jou）は、首都圏にて活動を行

う「400 Mawozo」ギャングの指導者。 

   同人はギャング構成員による深刻な基本的人権の侵害及び一般市民への無差別攻撃に

よる殺害及び傷害、人道支援の妨害、強姦、未成年の徴用、公共財産の破壊活動への

直接又は間接的な責任を負っている。同活動によって多くの国内避難民が発生してい

る。同人はハイチ国家警察より指名手配を受けている。 

 

５. ヴィトロム・イノソン 

VITELHOMME INNOCENT 

（肩書）「Kraze Barye」ギャング指導者 

（生年月日）1986 年 3 月 27 日 

（出生地）ポルトープランス、ハイチ共和国 

（国籍）ハイチ共和国 

（身分証明番号）004-341-263-3(ハイチ共和国) 

（住所）ハイチ共和国、ポルトープランス、タバール(Tabarre)49、ソワソン(Soisson)64 



（性別）男 

（リスト掲載日）2023 年 12 月 8 日 

（その他の情報）ヴィトロム・イノソンは、首都圏で最も力を有するギャングの一つであ

る「Kraze Barye」ギャングの指導者であり、ハイチの安全及び安定を脅かす様々な活

動に関与した。 

    同人の指導の下、「Kraze Barye」ギャングによる基本的人権への侵害及び殺人、強姦、

子どもの徴用、武器の略奪、財産の略奪及び破壊、身代金誘拐、車両窃盗及び土地の

接収を含め犯罪行為が行われた。同人は、ハイチ国家警察より指名手配を受けている。 

   「Kraze Barye」ギャングは様々な機会で、ハイチ国家警察を標的とし、複数名の警官

の殺害及び警察署の損壊を行った。過去 3 年間、首都圏近郊の自治体にて繰り返し攻

撃を行い、数千名の市民が避難を余儀なくされた。 

     同人は、政府主要人物及び著名な記者等を標的とした誘拐を企図した。 

 


